


このたび高橋ヨシさんとの二人展を京都にて開催します。 

高橋ヨシさんとの直接的な出会いは2023年のGEISAIでした。(GEISAI：村上隆さん率い
るカイカイキキ主催のアートフェア) 

高橋ヨシさんの絵を見た時、失礼な表現になるかもしれませんが、まるで昔の自分の絵の
ようだと感じました。外見的な話ではなく絵画に対する捉え方が近いような気がしまし
た。まず第一に自分の心を救済するために絵を描くという方法を取っている。他人に作品
がどう見えるか、というゴールが最初から設定されていないのです。 

数年前に恩師の先生から、作り出すエネルギーの絵画になっているが描き出す力を感じな
い、と私の作品に対して批判的な指摘をいただきました。その言葉がずっと頭の中に残っ
ています。表現の前段階の表出に留まっている状態。自分の感情を優先するあまり独り善
がりな表現になっているのではないか、という懸念に囚われることも時にあります。 

絵を見て泣いたことはありますか？ 
音楽を聴いて涙を流したことのある人は多いと思いますが、絵画に置き換えると少数派か
もしれません。私は中高生の頃人生に絶望し部屋に閉じこもっていました。そんな時私の
心を救ってくれたのは絵画でした。ルドンは孤独と悲しみに寄り添い、マチスは安らぎと
喜びを与えてくれました。私にとって絵画は心を癒す肘掛け椅子のような存在だったので
す。 

なによりまず、自分の感情を伝えること。嘘のない心で、名前のない気持ちの輪郭を探す
こと。そのための方法論が絵画だったことを、高橋ヨシさんの絵は思い出させてくれま
す。そんな風に絵を介して心と心が触れ合った時、生きる喜びが生まれるのではないかと
私は思います。 

今回の展示では「アンフォルメルなキャラクター」をテーマに、1階と2階に分かれるギャ
ラリースペースを二人の過去作から新作まで組み合わせて構成します。私と高橋ヨシさん
は全日在廊を予定しています。 
ぜひお楽しみいただければうれしいです。 

清方 



 

清方　高橋ヨシ　絵画展 

アンフォルメルなキャラクター 

私たちが絵に現そうとしているものは生命です。 
それは時に肖像画という形になったり、抽象的な絵の具のボリュームになったり、絵筆を
介して姿を変え、キャンバスの上を彷徨います。 
人間の身体は一つですが、社会の中で私たちはたくさんの役割や意味を持たされ、見かけ
のキャラクターを作っています。しかし、それは一時の仮の姿に過ぎません。 
さまざまな境界を行き来することのできる私たちは本来、形がはっきりと定まりません。
ゴッホの絵画を眺めながらうねるタッチを辿るように、人生という歪んだ空間の中をただ
流れることしかできない存在です。 
アンフォルメルなキャラクターの姿を捉えることが、私たちにとっての生きた肖像になる
のです。 

2026年 4月7日（火）～ 12日（日） 
13:00-19:00（最終日18:00まで） 

Art Spot Korin 
　 
〒605-0089  京都市東山区元町367-5 
◎京阪電車三条駅・地下鉄東西線京阪三条駅　下車、三条駅2番出口から徒歩3分 
◎阪急京都河原町駅下車、A1出口から徒歩10分 



 
◼︎　清方　Kiyokata 

画家 1990年兵庫県生まれ 京都市在住 
京都市立芸術大学 油画専攻 卒業 
みずいろ絵画教室 主宰 

油絵で肖像画を描いている。 
他者の知らない顔に出会う時、想像力が掻き立てられ、感情が揺れ動く。そこに絵を描く楽しみがある。 

個展 
2020「Sphinx」同時代ギャラリー(京都) 
2018「たしかに」ubeful gallery(京都) 
2017「Ocean」ØL Tokyo(東京) 
2017「オーシャン」波さがしてっから(京都) 
2015「展覧会」鴨川(京都) 
2012「いつまでも絶えることなく友達でいよう」洲本市民工房(洲本市) 

Instagram:　kiyokata_oil 

◼︎　高橋ヨシ　Yoshi Takahashi 

画家 1998年埼玉県生まれ 埼玉県在住 
多摩美術大学 油画専攻 卒業 

絵画はいきものではない、喋らないし体温もないし血も流れてない。けれど色があるし筆致も構図もモチー
フも祈りもこめられている。 
それを見た人は色から、モチーフから、描かれているキャラクターからなにか受けとったり感じたりするこ
とがあるかもしれない、それが明日を次の1秒を生きることに繋がることもあるかもしれない、ということ
を考えながら制作している。 

個展 
2024「寛解と戻らぬものたちの詩」gallery TOWED(東京) 
2023 「picnic」PARK8(東京) 
2023 「明日かえるたまご」根津カレーラッキー(東京) 
2022 「きみにあげる」スペースくらげ(神奈川) 
2021 「僕たちは天使だった」スペースくらげ(神奈川) 
2021 「anytime カチ鳴らすおれの音頭」新宿眼科画廊(東京) 
2019 「君と僕とおねーさんと。」陳陳(東京) 
2018 「飼いチワワの胃の中、ベンガルトラ。」高円寺グッドマン(東京) 

Award 
2023 「FACE 2023」入選(SOMPO 美術館/東京) 
2022 「CHANGTING GALLERY EXHIBITION 2021」入選(長亭ギャラリー/東京) 
2017 「アジア創造美術展 2017」奨励賞 (国立新美術館/東京) 

Instagram:　communicationability

https://www.instagram.com/kiyokata_oil/
https://www.instagram.com/communicationability/

